
一
、
は
じ
め
に

『
今
昔
物
語
集＊

１

』
に
は
、
合
計
異
な
り
語
数
71
、
延
べ
語
数
220
の
擬
声
語＊

２

が

存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
、
多
く
の
擬
声
語
は
漢
字
と
同
じ
大
き
さ
の
片
仮
名
で

表
記
さ
れ
る
が
、
稀
に
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

擬
声
語
は
、
中
世
以
後
の
文
献
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
殆
ど
が

仮
名
表
記
で
あ
る
。
た
だ
し
、
軍
記
物
な
ど
に
お
い
て
は
、
漢
字
表
記
さ
れ
た

擬
声
語
が
少
数
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
は
単
に
擬
声
語
の
音
声

に
相
当
す
る
漢
字
を
機
械
的
に
当
て
た
だ
け
の
も
の
、
又
は
、
擬
声
語
の
意
味

に
相
当
す
る
意
味
の
漢
字
を
当
て
た
も
の
が
多
い
。

だ
が
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
例
と
は
異
な
る
方
法
で
、

擬
声
語
に
漢
字
を
当
て
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
擬
声
語
で
あ

る
「
散
ト
」
に
つ
い
て
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
第
五
巻
脚

注
で
は
、「
さ
っ
と
。
擬
態
語
。
音
が
近
似
し
、
意
味
上
の
関
連
も
あ
る
文
字

を
借
り
た
表
記
。「
急
ト
」
に
似
る
」（
Ｐ
146．

注
１
）
と
解
説
し
て
い
る
。

（「
急
ト
」
に
も
「
副
詞
「
き
と
」
に
音
と
語
義
の
近
い
「
急
」
字
を
宛
て
た
」

（
Ｐ
13．

注
32
）
と
の
解
説
を
加
え
る
。）

『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、「
急
ト
」「
散
ト
」
以
外
に
も
、
漢
字
表
記
さ
れ
た

擬
声
語
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
の
擬
声
語
に
も
同
様
に
、
意
味
･
音
声
と
も
に
表
す
漢
字
を
選
択

し
、
用
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
漢
字
表
記
さ
れ
た
擬
声
語
を

取
り
上
げ
、当
て
ら
れ
た
漢
字
が
意
味
を
考
慮
し
た
も
の
か
否
か
を
検
討
す
る＊

３

。

二
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
漢
字
表
記
さ
れ
る
擬
声
語

二
―
一
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
漢
字
表
記
さ
れ
る
擬
声
語

の
概
要

『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら
れ
る
擬
声
語
の
う
ち
、
擬
音
語＊

４

と
さ
れ
る
も
の
は
、
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異
な
り
語
数
30
（
内
、
８
例
が
動
詞
型
の
擬
音
語＊

５

）・
延
べ
語
数
56
で
あ
り
、

擬
態
語
と
さ
れ
る
も
の
は
、
異
な
り
語
数
41
（
内
、
８
例
が
動
詞
型
、
１
例
が

形
容
詞
型＊

６

、
１
例
が
形
容
動
詞
型＊

７

）・
延
べ
語
数
164
で
あ
る
。（
な
お
、『
今
昔

物
語
集
』
に
あ
ら
わ
れ
る
擬
声
語
に
つ
い
て
は
、
桜
井
光
昭
氏
の
「
今
昔
物
語

集
の
擬
声
語
の
用
例＊

８

」
に
詳
し
い
。
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。）

合
計
異
な
り
語
数
71
、
延
べ
語
数
220
の
う
ち
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
擬
声
語
は

８
例
見
ら
れ
、
全
体
の
ほ
ぼ
11
％
と
少
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
延
べ
語
数
と
し

て
は
78
例
、
35
％
の
割
合
で
登
場
し
、
作
品
中
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
印
象
を
受
け
る
。

右
表
か
ら
わ
か
る
通
り
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
擬
声
語
の
う
ち
、
殆
ど
の
も
の

が
、
擬
態
語
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
漢
字
表
記
さ
れ
る
擬
声
語
の
具
体
例
は
、
以
下

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

●
擬
態
語

﹇
急き

ト
﹈

〇
我
ハ
汝
ガ
鹿
ヲ
追
テ
馬
ヲ
馳
テ
寺
ノ
前
ヘ
ヲ
渡
シ
時
ニ
、
寺
ノ
内
ニ
＿急
＿ト

見

シ
所
ノ
地
蔵
菩
薩
也
。（
巻
一
七
24
）
…
他
、
35
例
。
素
早
さ
を
表
す
。

﹇
散さ

ト
﹈

〇
蛇
共
、（
中
略
）
腥
キ
息
ノ
煖
カ
ナ
ル
ヲ
＿散
＿ト

吹
キ
係
ケ
タ
ル
ニ
（
巻
一
四

43
）
…
他
、
８
例
。
素
早
さ
を
表
す
。

﹇
段つ
だ

Aく
ニ
・
断つ
だ

Aく
ニに

﹈

〇
其
ノ
後
、
聖
人
、
龍
ノ
遺
言
ニ
依
テ
、
西
ノ
山
ノ
峯
ニ
行
テ
見
レ
バ
、
実
ニ

一
ツ
ノ
池
有
リ
。
其
ノ
水
紅
ノ
色
也
。
池
ノ
中
ニ
龍
ノ
＿断
＿A
＿ニ

切
テ
置
ケ
リ
。

（
巻
一
三
33
）
…
他
、
３
例
。
龍
・
人
体
が
切
断
さ
れ
た
様
子
を
表
す
。

﹇
絡く
る

Aく
ト
﹈

〇
其
糸
ヲ
取
テ
引
バ
、
二
筋
乍
ラ
、
絡
A
ト
長
ク
出
来
レ
バ
、

ニ
巻
付

ク
。（
巻
二
六
11
）
…
糸
を
繰
り
出
す
様
子
を
表
す
。

﹇
転
く
る
め

ク
﹈

〇
寂
照
ガ
前
ナ
ル
鉢
、
俄
ニ
狛
鷸
ノ
如
ク
ク
ル

く
ト
転
テ
、（
巻
一
九
２
）

…
他
、
８
例
。
物
が
回
転
す
る
様
子
を
表
す
。

﹇
Aき
ら

ト
・
Aき
ら

メ
ク
・
Aき
ら

A
シ
・
Aき
ら

ラ
カ
﹈

〇
其
暗
ガ
リ
タ
ル
中
ニ
金
色
ナ
ル
手
ノ
＿A
＿ト

見
ヘ
シ
ヲ
急
ト
見
テ
候
シ
ヨ
リ
、

（
巻
二
四
11
）…
他
18
例
。
物
が
光
る
・
又
は
人
物
や
物
事
が
立
派
で
あ
る
様
子

を
表
す
。
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内
は
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。



﹇
乱く
た

Aく
ト
﹈

〇
「
―
現
ニ
人
ヨ
リ
モ
大
キ
ニ
侍
レ
ド
モ
、
今
ハ
練
絹
ノ
様
ニ
＿乱
＿A
＿ト

罷
成
ニ

タ
ル
物
ヲ
。
―
」（
巻
一
九
18
）
…
物
が
萎
え
る
様
子
を
表
す
。

●
擬
音
語

﹇
行
ぎ
や
う

ト
﹈

〇
頭
ノ
方
ノ
黒
キ
物
ヲ
蹴
抜
キ
ツ
。
其
ノ
時
ニ
見
レ
バ
、
白
キ
狗
ノ
＿行
＿ト

哭
テ

立
リ
。（
巻
二
八
29
）
…
犬
の
鳴
き
声
を
表
す
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
漢
字
表
記
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
多
く
が
擬
態
語
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
漢
字
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
を
表
わ
す
だ
け
で
は
な

く
、
意
味
を
も
あ
ら
わ
そ
う
と
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
擬
態
語
の
多
く

は
、
一
般
記
号
語＊

９

と
近
い
性
質
を
示
し
、
そ
の
根
底
に
共
通
の
意
味
合
い
を
持

つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
を
表
わ
す
漢
字
で
表
記
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
一
方
、
擬
音
語
の
場
合
は
、
音
声
が
意
味
そ
の
も
の
で
あ
り
、
非
常
に

具
体
的
で
あ
る
た
め
、
意
味
を
持
つ
漢
字
で
表
記
し
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。

他
資
料
に
お
い
て
も
、
漢
字
表
記
さ
れ
る
擬
声
語
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
場

合
、
単
に
漢
字
の
音
ま
た
は
訓
を
当
て
た
も
の
か
、
擬
声
語
の
意
味
に
相
当
す

る
漢
字
を
当
て
た
も
の
が
多
い
。

高
松
政
雄
氏
は
、「
宛
字
の
一
面
―
擬
声
語
の
表
記
―＊

10

」
の
中
で
、『
平
家

物
語
』
諸
本
に
お
け
る
擬
声
語
の
漢
字
表
記
を
比
較
･
検
討
さ
れ
た
上
で
、「
四

部
本
・
平
松
本
で
は
表
音
的
用
法
が
多
く
、
熱
田
本
で
は
前
二
者
と
比
較
し

て
、
表
意
的
用
法
と
凝
つ
た
用
字
の
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
お
ら

れ
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、「
フ
ツ

く
ト
」
と
い
う
擬
声
語
に
つ
い
て
、
平

松
本
で
は
、「
不
通
々
々
ト
」
の
漢
字
を
、
熱
田
本
で
は
「
寸
々
ト
」
の
漢
字

が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
作
品
中
で
「
フ
ツ

く
ト
」
は
、
縄
を
断
ち
切
る
際
の

擬
声
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
平
松
本
は
表
音
を
主
に
し
た
表
記
で
あ
り
、

そ
の
意
味
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
熱
田
本
は
、
表
意
を
主
に
す
る
表

記
を
し
て
お
り
、
そ
の
漢
字
で
は
、
音
声
を
表
現
し
え
な
い
。

『
平
家
物
語
』
の
例
は
、
表
音
を
主
に
す
る
も
の
、
表
意
を
主
に
す
る
も
の
、

両
方
の
立
場
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
に
偏
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
例
と
異
な
り
、『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
意
味
・
音
声

と
も
に
表
す
漢
字
を
選
択
し
、
擬
声
語
を
記
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

以
下
、
具
体
例
を
あ
げ
、
検
討
し
て
い
く
。

二
―
二
、「
急
ト
」「
散
ト
」

「
急
ト
」
は
、『
今
昔
物
語
集
』
の
中
で
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
擬
態
語
で

あ
る
。

巻
一
九
22
の
「
急
キ
ト
」
の
捨
て
仮
名
例
に
よ
り
、
他
文
献
に
お
い
て
「
き

と
」
と
表
記
さ
れ
る
擬
態
語
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

〇
而
ル
間
、
亦
ノ
年
ノ
夏
此
ニ
成
テ
、
別
当
ノ
彼
ノ
麦
ノ
折
櫃
ヲ
不
意
ニ
＿急
＿キ

＿ト
見
テ
、（
巻
一
九
22
）

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
、「
急
ト
」
と
同
様
に
素
早
さ
を
表
す
擬
態
語
に

「
散
ト
」
が
あ
る
。「
散
ト
」
も
、
巻
二
八
39
の
「
散
サ
ト
」
の
全
訓
捨
て
仮
名
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例
に
よ
り
、
他
作
品
で
用
い
ら
れ
る
擬
態
語
「
さ
と
」
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。

○
「
實
ニ
ハ
寸
白
男
。
更
ニ
不
可
堪
ズ
。」
ト
云
テ
、
＿散
＿サ
＿ト

水
ニ
流
レ
失
ニ

ケ
リ
。（
巻
二
八
39
）

こ
こ
で
は
こ
の
両
語
を
比
較
し
つ
つ
、
両
語
の
意
味
を
記
述
す
る
。

１．

現
行
の
辞
書
に
お
け
る
記
述

ま
ず
、
辞
書
に
お
け
る
意
味
分
類
を
確
認
す
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
で
は
、「
キ
ト
」
の
項
に
、「
¡
動
作
が
瞬
間

的
に
集
中
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
。
す
ば
や
く
。
さ
っ
と
。
™
そ
う
し
よ
う
と
す

る
意
図
な
し
に
あ
る
状
態
に
入
る
、
ま
た
あ
る
動
作
を
は
じ
め
る
様
。
ふ
と
。

ち
ょ
っ
と
。
£
動
作
・
状
態
な
ど
が
確
固
と
し
て
ゆ
る
み
の
な
い
さ
ま
。
し
っ

か
り
と
。
き
っ
ぱ
り
と
。
¢
自
分
の
意
志
・
意
図
が
確
固
と
し
て
い
る
さ
ま
。

必
ず
。
是
が
非
で
も
。」
と
あ
り
、「
サ
ト
」
の
項
に
、「
い
っ
せ
い
に
、
ま
た

瞬
時
に
こ
と
が
起
こ
っ
た
り
、
行
動
し
た
り
す
る
さ
ま
を
表
す
語
。
物
の
音
、

光
、
色
、
姿
、
香
な
ど
が
、
耳
や
目
、
鼻
に
、
一
度
に
は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ

る
さ
ま
を
表
す
。」
と
あ
る
。

『
角
川
古
語
大
辞
典
』
で
は
、「
キ
ト
」
を
、「
¡
急
に
起
り
、
か
つ
瞬
間
的

に
終
始
す
る
状
態
の
変
化
や
動
作
の
さ
ま
。
時
空
間
的
な
広
が
り
の
影
像
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
鋭
く
核
心
を
つ
く
よ
う
な
変
化
・
動
作
に
用
い
ら
れ
る
。
中
世

前
期
に
多
用
さ
れ
、
の
ち
に
「
き
つ
と
」
と
な
っ
た
。
™
急
に
強
く
締
め
付
け

る
さ
ま
。
£
事
態
が
状
況
に
ぴ
っ
た
り
と
適
合
す
る
さ
ま
。
ち
ょ
う
ど
。
¢
命

令
や
推
量
の
表
現
を
導
く
。
そ
の
実
現
を
確
信
す
る
意
を
表
す
。
き
っ
と
。」

と
し
、「
サ
ト
」
を
、「
¡
動
作
や
作
用
が
急
速
に
行
わ
れ
る
さ
ま
。
急
激
に
起

っ
て
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
終
る
さ
ま
。
中
世
以
降
は
「
さ
つ
と
」
の
形
が
普
通
。

™
大
勢
の
者
が
一
時
に
声
を
立
て
た
り
、
笑
っ
た
り
す
る
さ
ま
。
ど
っ
と
。
わ

っ
と
。」
と
す
る
。

ま
た
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
　
室
町
時
代
編
』
で
は
、「
キ
ト
」
を
「
¡
行

動
が
核
心
に
向
け
て
直
接
に
な
さ
れ
る
さ
ま
。
™
対
象
を
あ
や
ま
た
ず
と
ら
え

る
さ
ま
。」、「
サ
ト
」
を
、「
動
作
が
滞
り
も
な
く
、
一
気
に
な
さ
れ
る
さ
ま
。」

と
載
せ
る
。

こ
れ
ら
の
辞
書
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
、

「
キ
ト
」
は
、

①
　
素
早
く
、
核
心
的
な
動
作
・
変
化

②
　
そ
う
し
よ
う
と
す
る
意
図
な
し
に
あ
る
状
態
に
入
る
様
子
。
ふ
と
。
ち
ょ

っ
と
。

③
　
動
作
・
状
態
に
緩
み
の
な
い
様
子
。

④
　
意
志
・
意
図
が
確
固
と
し
て
い
る
様
子
。

⑤
　
事
態
が
状
況
に
ぴ
っ
た
り
と
適
合
す
る
さ
ま
。

「
サ
ト
」
は
、

ａ
　
動
作
や
作
用
が
急
激
に
起
こ
り
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
終
る
様
子
。

ｂ
　
大
勢
の
者
が
一
斉
に
起
こ
す
動
作
・
変
化
。

と
な
ろ
う
。
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２．
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
急
ト
」

以
下
、
右
に
ま
と
め
た
「
キ
ト
」
の
意
味
①
〜
⑤
を
『
今
昔
物
語
集
』
に
お

け
る
「
急
ト
」
の
用
例
に
あ
て
は
め
て
み
る
。
合
致
す
る
意
味
の
番
号
を
用

例
の
下
に
記
す
。

ま
ず
、「
寄
ル
」「
来
ル
」「
失
ス
」
等
の
動
詞
を
修
飾
す
る
例
を
以
下
に
挙

げ
る
。
こ
れ
ら
は
、
動
作
主
体
の
動
作
が
素
早
い
こ
と
を
表
し
、
右
に
ま
と
め

た
番
号
の
①
に
相
当
す
る
。

〇
狗
＿急
＿ト

寄
テ
、
頸
骨
ヲ
掻
□
テ
押
シ
折
ツ
。（
巻
一
九
８
）
①

他
「
寄
ル
」
を
修
飾
す
る
一
例
有
り
。（
巻
二
九
４
）
①

〇
僧
正
、「
夜
ハ
何
ゾ
ト
尼
ノ
、
此
ハ
臨
ク
ニ
カ
有
ラ
ム
」
ト
思
フ
程
ニ
、
尼

＿急
＿ト

入
リ
来
テ
、（
巻
二
〇
５
）
①

他
、「
入
ル
」
を
修
飾
す
る
一
例
有
り
。（
巻
二
九
20
）
①

〇
履
タ
ル
足
駄
、
尻
切
ナ
ド
ヲ
＿急
＿ト

犬
ノ
子
ナ
ド
成
シ
テ
這
セ（
巻
二
〇
９
）①

〇
蜜
ニ
懐
ナ
ル
刀
ヲ
抜
テ
儲
テ
、
延
ニ
立
タ
ル
老
僧
ニ
飛
ビ
懸
ル
時
ニ
、
老
僧

＿急
＿ト

失
ヌ
。（
〃
）
①

〇
我
最
中
ニ
立
ト
思
フ
ニ
、
チ
ウ
ト
鳴
テ
外
ヘ
反
ヌ
レ
バ
、
迷
テ
＿急
＿ト

返
リ
入

テ
、
戸
ヲ
閉
ツ
。（
巻
二
六
24
）
①

〇
何
ニ
ト
モ
不
思
エ
ヌ
物
ノ
＿急
＿ト

指
出
デ
、（
巻
二
七
17
）
①

他
、「
指
出
ヅ
」「
出
来
ル
」
を
修
飾
す
る
二
例
有
り
。（
巻
二
八
33
）
①
（
巻

二
九
37
）
①

〇
別
当
ノ
許
ニ
人
ヲ
遣
テ
「
＿急
＿ト

御
坐
セ
」
ト
云
ハ
セ
タ
レ
バ
（
巻
二
八
18
）
①

〇
人
ノ
多
ク
立
約
テ
物
ヲ
見
ル
ヲ
見
テ
、
馬
ヲ
＿急
＿ト

届
メ
テ
、（
巻
二
九
19
）
①

〇
我
入
ン
ズ
ラ
ム
ト
思
フ
ニ
、
木
戸
＿急
＿ト

閉
テ
棄
テ
入
ヌ
レ
バ
（
巻
二
六
14
）
①

〇
頸
・
肩
ノ
程
マ
デ
巻
タ
ル
蛇
ヲ
、
鷲
、
爪
ヲ
以
テ
B
テ
＿急
＿ト

引
テ
踏
フ
レ

バ
、（
巻
二
九
33
）
①

〇
「
此
ニ
人
来
レ
」
ト
云
ヘ
ド
モ
、
＿急
＿ト
＿モ

人
モ
否
不
聞
付
デ
（
巻
三
一
７
）
①

〇
恐
シ
ケ
レ
バ
＿急
＿ト
＿モ

不
参
ヌ
テ
、
強
ニ
召
セ
バ
、
恐
レ
ツ
ツ
参
リ
寄
タ
ル

ニ
、（
巻
一
九
32
）
①

〇
踏
□
ニ
、
巾
子
ノ
強
ク
テ
＿急
＿ト
＿モ

不
□
ザ
リ
ケ
レ
バ
、（
巻
二
八
41
）
①

次
に
揚
げ
る
「
急
ト
」
は
、
理
解
・
思
考
が
素
早
く
行
わ
れ
る
様
子
を
修
飾

す
る
も
の
で
あ
る
。
頭
の
回
転
が
早
い
こ
と
を
表
し
、
①
に
該
当
す
る
。

〇
朝
疾
参
リ
寄
テ
物
云
ハ
ム
ト
思
タ
ル
気
色
ナ
レ
バ
、
主
、
構
ヘ
云
セ
タ
ル
事

ニ
テ
＿急
＿ト

心
得
テ
、
人
モ
無
方
ニ
呼
取
テ
、（
巻
二
六
５
）
①

〇
人
、
何
事
也
ト
モ
＿急
＿ト

思
ヒ
廻
シ
テ
可
為
キ
也
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
也
。

（
巻
二
八
34
）
①

〇
然
ル
止
事
無
キ
人
ナ
レ
バ
、
然
モ
＿急
＿ト

思
ヒ
寄
テ
被
俸
ケ
ル
也
ト
ナ
ム
（
巻

三
一
29
）
①

ま
た
、
以
下
は
、「
思
ユ
」「
驚
ク
」「
見
ル
」「
見
ユ
」
等
、
認
識
が
瞬
間
的

に
な
さ
れ
る
様
を
修
飾
す
る
例
で
あ
る
。
認
識
の
素
速
さ
を
表
す
の
で
①
に
該

当
す
る
。
ま
た
、
物
事
が
急
で
あ
る
た
め
に
そ
れ
は
不
用
意
に
認
識
さ
れ
る
。

よ
っ
て
②
に
も
該
当
す
る
。

〇
面
ニ
物
ノ
氷
ヤ
カ
ニ
当
リ
ケ
レ
バ
、
心
ニ
懸
テ
待
ツ
事
ナ
レ
バ
、
寝
心
ニ
モ
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＿急
＿ト

思
エ
テ
、
驚
ク
マ
ゝ
ニ
起
上
テ
捕
ヘ
ツ
。（
巻
二
七
５
）
①
②

他
、「
思
ユ
」
を
修
飾
す
る
一
例
有
り
。（
巻
二
六
４
）
①
②

〇
着
タ
リ
ケ
ル
衣
ヲ
和
ラ
捜
ケ
レ
バ
、
衣
モ
C
ラ
カ
ニ
障
ケ
ル
程
ニ
、
女
房
ノ

＿急
＿ト

驚
テ
、「
此
ニ
人
ノ
気
色
ノ
為
ル
ハ
誰
ソ
ヨ
」
ト
、（
巻
二
六
４
）
①
②

他
、「
驚
ク
」
を
修
飾
す
る
二
例
有
り
。（
巻
一
九
37
）
①
②
（
巻
二
九
40
）
①
②

〇
我
ハ
汝
ガ
鹿
ヲ
追
テ
馬
ヲ
馳
テ
寺
ノ
前
ヘ
ヲ
渡
シ
時
ニ
、
寺
ノ
内
ニ
＿急
＿ト

見

シ
所
ノ
地
蔵
菩
薩
也
。（
巻
一
七
24
）
①
②

他
、「
見
ル
」
を
修
飾
す
る
四
例
有
り
。（
巻
一
九
22
）
①
②
（
巻
二
四
11
）
①

②
（
巻
二
九
39
）
①
②
（
巻
二
八
32
）
①
②

〇
指
貫
ノ
扶
ノ
長
ヤ
カ
デ
物
ニ
懸
タ
ル
ニ
、
＿急
＿ト

見
エ
ケ
レ
バ
、（
巻
二
六
４
）

①
②

他
、「
見
ユ
」
を
修
飾
す
る
二
例
有
り
。（
巻
二
九
９
）
①
②
（
巻
二
六
５
）
①
②

〇
極
ク
娥
キ
香
ノ
＿急
＿ト

聞
エ
ケ
レ
バ
、（
巻
二
六
４
）
①
②

以
下
は
、
今
ま
で
い
な
か
っ
た
者
が
不
意
に
現
れ
た
こ
と
や
、
瞬
間
的
に
物

事
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
修
飾
す
る
例
で
あ
る
。

〇
其
後
、
二
十
日
余
リ
一
月
許
リ
有
テ
、
守
打
忘
レ
タ
ル
程
ニ
、
彼
長
、
＿急
＿ト

出
来
テ
、（
巻
二
六
15
）
②

〇
此
ノ
起
請
ヲ
急
ト
忘
ニ
ケ
レ
バ
、
□
無
ク
、
此
ノ
人
ノ
立
テ
行
ク
後
ヲ
見
テ

「
彼
ノ
青
経
丸
ハ
何
チ
行
ク
ゾ
」
ト
、（
巻
二
八
21
）
②

右
の
通
り
、
①
の
意
味
に
あ
て
は
ま
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。

①
②
と
し
る
し
た
例
は
、
ど
ち
ら
の
意
味
も
併
せ
持
つ
と
思
わ
れ
た
用
例

で
あ
る
。
②
の
意
味
（
後
代
に
お
い
て
は
「
ふ
と
」
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
意
味
）

の
用
例
で
も
、
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
瞬
間
的
で
あ
る
様
子
を
示
し
て
お
り＊

11

、
素

早
さ
を
あ
ら
わ
す
用
法
か
ら
派
生
し
た
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。「
ふ
と
」
と
訳

さ
れ
る
場
合
も
、
瞬
間
的
で
あ
る
と
い
う
要
素
は
共
通
し
て
あ
る
。

よ
っ
て
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
急
ト
」
は
、
瞬
間
的
動
作
や
認
識
・

一
点
に
集
中
す
る
よ
う
な
動
作
を
あ
ら
わ
す
語
で
あ
り
、「
急
」
字
を
用
い
る

こ
と
に
矛
盾
は
な
い
。「
急
」
字
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
、「
い
そ
ぐ
」

を
表
記
す
る
漢
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
素
早
い
動
き
を
修
飾
す
る
「
キ

ト
」
の
表
記
に
ふ
さ
わ
し
い
。

３．
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
散
ト
」

次
に
「
散
ト
」
の
例
を
見
る
。

以
下
の
例
は
「
尿
を
か
け
る
」「
水
に
な
る
」
な
ど
の
動
詞
を
修
飾
す
る
。

ど
ち
ら
も
動
作
に
素
早
さ
が
感
じ
ら
れ
、
先
の
分
類
ａ
に
相
当
す
る
。

○
女
、
艶
ズ
臭
キ
尿
ヲ
＿散
＿ト

馳
懸
ク
。（
同
文
的
同
話
が
次
話
に
あ
り
）（
巻
二

七
38
）ａ
・（
巻
二
七
39
）ａ

○
「
實
ニ
ハ
寸
白
男
。
更
ニ
不
可
堪
ズ
。」
ト
云
テ
、
＿散
＿サ
＿ト

水
ニ
流
レ
失
ニ

ケ
リ
。（
巻
二
八
39
）ａ

以
下
は
、
複
数
の
人
・
物
の
動
き
を
修
飾
す
る
例
で
あ
る
。
大
勢
の
一
斉
の

動
作
に
伴
っ
て
使
用
さ
れ
、
先
の
分
類
ｂ
に
相
当
す
る
。

〇
蛇
共
、
―
。
腥
キ
息
ノ
煖
カ
ナ
ル
ヲ
＿散
＿ト

吹
キ
係
ケ
タ
ル
ニ（
巻
一
四
43
）ｂ

〇
此
ノ
渡
ル
者
共
＿散
＿ト

散
テ
失
セ
ニ
ケ
リ
。（
巻
二
七
30
）
ｂ
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〇
翁
声
ヲ
高
ク
シ
テ
答
ヘ
ヲ
為
ル
ニ
付
テ
四
五
人
許
ノ
音
ナ
ム
＿散
＿ト

答
ヘ
ケ
ル
。

（
巻
二
七
31
）
ｂ

〇
天
井
ヨ
リ
、
組
入
ノ
子
毎
ニ
様
　
ノ
希
有
ノ
顔
共
指
出
タ
リ
ケ
ル
。
―
太
刀

ヲ
抜
テ
ヒ
ラ
メ
カ
シ
ケ
レ
バ
、
一
度
ニ
＿散
＿ト

笑
ヒ
ニ
ケ
リ
。（
巻
二
七
44
）
ｂ

〇
郎
等
共
、「
現
ニ
御
損
ニ
候
」
ナ
ド
云
テ
、
其
ノ
時
ニ
ゾ
＿＿散
＿＿ト

咲
ヒ
ニ
ケ
リ
。

（
巻
二
八
38
）
ｂ

〇
頂
ノ
髪
ヲ
見
レ
バ
一
度
ニ
散
ト
起
上
リ
一
度
ニ
散
ト
臥
ス
。（
巻
三
一
10
）
ｂ

「
急
ト
」
と
同
様
に
、
瞬
時
に
起
こ
る
こ
と
の
す
ば
や
さ
を
表
す
語
で
あ
る

が
、「
い
っ
せ
い
に
」
と
訳
さ
れ
、
複
数
の
人
・
物
の
動
き
を
表
す
用
例
が
多

い
。
先
の
「
急
ト
」
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
は
、
複
数
の
動
き
を
表

す
例
は
な
い
。

ま
た
、
複
数
の
人
・
物
の
動
き
を
表
さ
な
い
場
合
で
は
、「
息
を
吹
き
か
け

る
」「
尿
を
か
け
る
」「
水
に
な
る
」
な
ど
、「
散
ら
ば
る
、
広
が
る
」
よ
う
に

変
化
す
る
こ
と
を
「
散
ト
」
に
示
す
。

「
散
ト
」
で
は
、
複
数
の
動
き
を
表
す
場
合
が
多
い
。
そ
れ
以
外
の
場
合
も
、

散
ら
ば
る
、
広
が
る
変
化
を
修
飾
す
る
た
め
、
作
用
す
る
空
間
・
変
化
の
様
が

「
急
ト
」
に
比
べ
広
い
。

以
上
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
散
ト
」
に
は
、「
散
ら
ば
る
・
広
が
る

よ
う
な
変
化
」
を
修
飾
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
辞
書
の
意
味

記
述
に
は
見
ら
れ
な
い
。
右
の
よ
う
な
傾
向
を
持
つ
た
め
に
「
散
」
の
字
を
も

っ
て
表
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
急
ト
」
で
は
、
視
線
を
向
け
る
・
思
い

付
く
・
目
覚
め
る
、
な
ど
を
修
飾
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
場
合
空
間
的
な
広

が
り
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
、「
急
ト
」「
散
ト
」
は
、
ど
ち
ら
も
す
ば
や
さ

を
表
す
語
で
あ
る
が
、「
急
ト
」
は
鋭
く
、
一
点
に
集
中
す
る
よ
う
な
動
き
を

表
す
こ
と
が
多
く
、「
散
ト
」
は
、
散
ら
ば
る
、
広
が
る
よ
う
な
変
化
を
修
飾

し
、「
急
ト
」
に
比
べ
、
空
間
的
な
広
が
り
を
持
つ
。
ま
た
、「
散
ト
」
は
複
数

の
動
作
・
状
態
を
表
す
こ
と
が
多
い
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
急
ト
」「
散
ト
」
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
使
い

分
け
が
あ
り
、「
急
ト
」
は
瞬
間
的
な
動
作
・
認
識
を
、「
散
ト
」
は
素
早
い
空

間
的
な
変
化
を
修
飾
す
る
。

４．

片
仮
名
表
記
の
「
キ
ト
」

又
、『
今
昔
物
語
集
』
の
中
に
一
例
の
み
、「
急
」
字
を
用
い
ず
、「
キ
ト
」

と
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。（「
サ
ト
」
の
仮
名
書
き
例
は
見
あ
た

ら
な
い
。）

〇
宝
倉
ノ
戸
、
ス
ゝ
ロ
ニ
＿キ
＿ト

鳴
テ
開
ケ
バ
、（
巻
二
六
８
）

「
キ
ト
」
鳴
る
、
の
で
あ
る
か
ら
、
擬
音
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
問
題

と
し
て
き
た
擬
態
語
の
「
急
ト
」
と
は
用
法
が
異
な
る
。
そ
の
た
め
「
急
」
字

の
意
味
と
合
致
せ
ず
、
片
仮
名
表
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

５．

そ
の
他
の
文
献
に
お
け
る
「
キ
ト
」「
サ
ト
」

『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
差
が
見
ら
れ
た
が
、
同
時
代
の
他

作
品
に
お
い
て
は
、
そ
の
差
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
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「
キ
ト
」

〇
夜
な
ど
、
＿き
＿と

尋
ね
給
ふ
こ
と
も
あ
ら
む
に
、
折
節
な
か
ら
む
も
と
思
し

て
、（『
堤
中
納
言
物
語
』）
②

〇
三
日
と
い
ふ
昼
つ
方
、
＿き
＿と

ま
ど
ろ
ま
せ
給
ふ
と
も
な
き
に
、（『
古
本
説
話

集
』
下
65
）
②

〇
こ
の
僧
、
首
を
ひ
ね
り
て
、「
＿き
＿と

、
よ
べ
も
し
て
さ
ぶ
ら
ひ
き
」
と
云
に
、

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
一
11
）
⑤

〇
や
が
て
御
尻
き
れ
奉
り
て
、「
＿き
＿と
＿＿く

よ
く
申
た
る
ぞ
」
と
仰
事
候
へ
ば
、

力
及
は
ざ
り
つ
る
（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
三
５
）
④

〇
「
申
合
べ
き
こ
と
あ
り
。
＿き
＿（
＿ッ
＿）

と
立
ち
寄
り
給
へ
」（『
平
家
物
語
』
行

隆
の
沙
汰
）
④

〇
眷
属
モ
何
（
ぞ
）
浄
土
（
に
）
引
（
か
む
）。
僧
己
ソ
＿乞
＿度

、
地
獄
（
よ
り
）

モ
救
ヒ
、
天
ニ
モ
生
（
ま
れ
）
令
（
め
）、
浄
土
ニ
モ
生
（
ま
れ
）
令
ム
レ
。

（
平
安
初
期
東
大
寺
諷
誦
文
稿
）
④

〇
「
申
合
べ
き
事
あ
り
。
＿急
＿度

立
よ
り
給
へ
」（『
平
家
物
語
』
平
松
本
）
④

「
急
度
」「
急
ト
」
の
表
記
は
『
今
昔
物
語
集
』
よ
り
後
代
に
多
く
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
素
早
い
動
き
を
表
す
用
法
に
限
ら
な
い
。
た
と
え

ば
、『
平
家
物
語
』（
平
松
本
）
の
例
で
は
、
素
早
い
動
き
を
あ
ら
わ
さ
な
い
用

法
④
の
「
キ
ト
」
に
も
「
急
」
字
を
用
い
て
い
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
こ
の
用
法
で
の
「
急
ト
」
は
見
ら
れ
な
い
。
④
の

う
ち
、「
必
ず
〜
せ
よ
」
の
意
味
を
表
記
す
る
際
に
は
、「
必
ズ
〜
可
シ
」
や

「
必
ズ
〜
給
ヘ
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
。

〇
「
然
ル
事
モ
未
ダ
不
承
ズ
。
喜
フ
告
ゲ
給
ヒ
タ
ル
。
何
デ
カ
不
参
デ
ハ
侍
ラ

ム
。
必
可
参
シ
」
ト
云
ヘ
バ
、
通
ル
者
、「
然
ハ
明
日
ノ
巳
時
許
ノ
事
ナ
ル
。

必
参
リ
給
ヘ
。
待
申
サ
ム
」
ト
云
テ
過
ヌ
ナ
リ
。（
巻
一
九
12
）

「
サ
ト
」
に
つ
い
て
は
、『
今
昔
物
語
集
』
と
同
様
の
使
用
法
以
外
に
、
以
下

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

「
サ
ト
」

〇
「
―
を
し
え
や
ら
む
も
、
そ
こ
所
と
も
お
ぼ
え
ぬ
う
ち
に
、
お
と
ゝ
、
佐
君

も
け
し
き
と
り
て
問
ひ
給
。
＿さ
＿と

知
ら
せ
た
て
ま
つ
ら
じ
」
と
お
ぼ
し
て
、

（『
宇
津
保
物
語
』
と
し
か
げ
）
ａ

〇
翁
袖
を
か
づ
き
て
惑
ひ
入
る
に
、
＿さ
＿と

寄
て
、
一
足
づ
ゝ
蹴
る
。（『
落
窪
物

語
』
巻
二
）
ａ

〇
大
納
言
の
か
ほ
に
（
目
白
書
を
）
＿さ＿（
＿ッ
＿）

と
な
げ
か
け
、
障
子
を
ち
ゃ
う
ど

た
て
て
ぞ
出
ら
れ
け
る
。『
平
家
物
語
』
小
教
訓
）
ａ

〇
し
ば
ら
く
あ
ひ
ひ
ら
う
様
に
も
て
な
ひ
て
、
中
を
＿颯
＿と

あ
け
て
と
を
す
。（
室

山
）
ａ

〇
弓
の
は
ず
で
御
簾
を
＿ざ＿（
＿ッ
＿）

と
か
き
あ
げ
、（
維
盛
都
落
）
ａ

い
ず
れ
も
、「
散
ら
ば
る
・
広
が
る
」
よ
う
な
空
間
的
広
が
り
を
示
さ
な
い
。

以
上
、
他
文
献
に
お
い
て
も
、「
キ
ト
」
は
一
点
に
集
中
す
る
素
早
い
動
作

を
表
し
、「
サ
ト
」
は
一
瞬
の
変
化
を
表
す
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
素
早
い

動
作
を
表
さ
な
い
「
キ
ト
」
や
、
空
間
的
広
が
り
を
表
さ
な
い
「
サ
ト
」
の
例
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も
、
他
文
献
に
は
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
、
他
作
品
に
お
い
て
の
「
散

ト
」
の
例
は
、
必
ず
し
も
「
散
ら
ば
る
・
広
が
る
」
変
化
を
表
さ
な
い
が
、
そ

れ
は
、『
今
昔
物
語
集
』
が
、「
散
」
字
に
合
致
す
る
「
サ
ト
」
の
み
を
使
用
し

た
た
め
で
あ
ろ
う
。

６．

各
語
の
意
味
変
化

後
代
に
な
る
に
つ
れ
、
②
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
「
キ
ト
」
は
、「
ふ
と
」

へ
、
①
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
「
キ
ト
」
は
「
サ
ト
」
へ
変
化
し
、
使
い
分
け

が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
現
代
に
お
い
て
は
①
②
の
意
味
を
表
す
「
キ
ト
」

「
キ
ッ
ト
」
は
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
③
④
の
用
法
の
み
を
残
す
。
後
世
の
他

文
献
に
お
い
て
、「
キ
ト
」「
サ
ト
」
の
意
味
の
区
別
が
判
然
と
し
な
い
の
は
、

こ
の
よ
う
な
変
遷
の
過
程
に
あ
る
た
め
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、『
今
昔
物
語
集
』
以
前
に
成
立
し
た
『
宇
津
保
物
語
』『
落
窪
物

語
』『
堤
中
納
言
物
語
』
に
お
い
て
、
既
に
両
語
の
差
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と＊

12

、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
先
に
述
べ
た
よ
う
な
明
確
な
差
が

あ
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
こ
の
よ
う

な
明
確
な
差
が
表
れ
る
の
は
、
編
者
が
意
味
に
あ
っ
た
漢
字
で
擬
声
語
を
表
記

し
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

二
―
三
、「
断
A
ニ
・
段
A
ニ
」

「
段
A
ニ
」
に
つ
い
て
は
、「
名
義
抄
に
、
段
を
ツ
タ
キ
ル
・
ツ
タ

く
と
あ

る
に
よ
り
て
、
更
に
寸
を
ツ
ダ

ぐ
と
す
る
に
よ
り
、
ツ
ダ
ツ
ダ
と
よ
む
こ
と

が
可
能
。」（
大
系
本
頭
注
）
と
し
、「
ツ
ダ
ツ
ダ
」
の
よ
み
が
あ
た
っ
て
い
る
。

「
断
A
ニ
」
に
つ
い
て
は
、
大
系
本
頭
注
で
は
、「
段
A
ニ
」
と
の
関
連
に
よ

り
、「
ツ
ダ
ツ
ダ
」
の
よ
み
を
あ
て
て
い
る
。「
段→

断
の
変
化
は
、
同
音
に
よ

る
仮
借
と
も
、
文
選
に
「
寸
断
」
を
キ
サ

く
ニ
タ
ユ
と
よ
ん
で
い
る
に
基

き
、「
寸
」
の
訓
（
名
義
抄
、
キ
ダ
キ
ダ
と
も
訓
ず
）
に
お
い
て
キ
ダ

く→

ツ
ダ

く
と
通
じ
る
も
の
を
、
更
に
下
字
「
断
」
と
の
意
接
近
す
る
に
よ
り
訓

を
移
し
た
も
の
と
も
取
れ
る
」
と
す
る
。
よ
っ
て
、「
段
」「
断
」
字
は
ほ
ぼ
、

同
等
の
も
の
と
し
て
、
と
も
に
扱
う
。

こ
の
擬
声
語
に
関
し
て
は
、
築
島
裕
氏
に
よ
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る＊

13

。

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
語
は
『
日
本
霊
異
記
』
の
訓
注
（
條
然
　
二
合
都

太
々
々
　
高
野
本
）、『
日
本
書
紀
』（
寸
　
ツ
タ

く
）『
日
本
書
紀
私
記
』

（
寸
　
ツ
タ

く
）『
遊
仙
窟
』（
寸
　
ツ
タ

く
）
の
古
写
本
の
訓
点
に
わ
ず

か
に
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
氏
は
、

主
に
『
遊
仙
窟
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
に
限
ら
れ
て
使
わ
れ
て
い
た
、
独

特
の
和
訓
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

と
さ
れ
、
こ
の
両
書
が
、
主
と
し
て
、
文
学
、
歴
史
関
係
の
文
献
を
扱
っ
た
管

原
家
、
大
江
家
、
藤
原
家
な
ど
の
紀
伝
道
の
諸
家
の
許
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
文

献
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
中
に
は
、

平
安
中
期
以
降
、
文
章
全
体
に
亘
っ
て
、
訓
読
の
方
式
が
固
定
し
て
い
く

際
に
、
従
来
か
ら
存
し
た
、
典
型
的
な
漢
文
訓
読
用
の
語
彙
の
他
に
、
当
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時
の
俗
語
的
な
特
異
な
語
彙
を
、
新
た
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら

し
い

と
さ
れ
、「
ツ
ダ

く
」
も
そ
の
よ
う
な
例
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
お

ら
れ
る
。

な
お
、「
寸
」
字
に
は
、
他
に
、「
キ
サ

く
」「
キ
ダ

く
」
の
訓
も
存
し

た
よ
う
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
用
例
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

「
断
A
ニ
」

〇
其
ノ
後
、
聖
人
、
龍
ノ
遺
言
ニ
依
テ
、
西
ノ
山
ノ
峯
ニ
行
テ
見
レ
バ
、
実
ニ

一
ツ
ノ
池
有
リ
。
其
ノ
水
紅
ノ
色
也
。
池
ノ
中
ニ
龍
ノ
＿断
＿A
＿ニ

切
テ
置
ケ
リ
。

（
巻
一
三
33
）→

龍
を
切
断
す
る
様
子

「
段
A
ニ
」

〇
判
官
代
ヲ
馬
ヨ
リ
引
キ
落
シ
テ
、
刀
剱
ヲ
以
テ
切
リ
、
弓
箭
ヲ
以
テ
射
、
桙

ヲ
以
テ
貫
キ
、
足
ヲ
切
リ
、
手
ヲ
折
リ
、
目
彫
リ
、
鼻
ヲ
削
リ
、
口
ヲ
割
キ
、

＿段
＿A
＿ニ

其
ノ
身
ヲ
殺
シ
伏
セ
ツ
。（
巻
一
六
３
）→

身
体
を
ば
ら
ば
ら
に
し
、

殺
す
様
子

〇
使
返
テ
云
ク
、「
夜
前
、
＿段
＿A
＿ニ

殺
セ
ル
所
ノ
判
官
代
、
一
分
ノ
疵
无
シ
テ

有
。」（
〃
）→

同
右

〇
其
ハ
若
干
ノ
軍
ニ
只
一
人
値
ヒ
テ
、
＿段
＿A
＿ニ

切
リ
被
射
ル
ト
云
ヘ
ド
モ
、
塵

許
ノ
疵
无
キ
ガ
故
ニ
云
フ
ナ
ル
ベ
シ
。（
〃
）→

同
右

ど
の
例
も
、
生
き
物
を
切
断
す
る
生
々
し
い
場
面
で
用
い
ら
れ
、
ば
ら
ば
ら

に
切
断
す
る
意
で
使
用
さ
れ
る
。
段
（
区
切
り
・
分
割
）
断
（
た
ち
切
る
・
き

り
は
な
す
）
の
字
義
は
、
こ
ま
か
く
切
れ
た
、
裂
け
た
様
子
を
あ
ら
わ
す
擬
態

語
の
用
法
と
合
致
す
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
の
例
で
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

〇
女
二
つ
の
指
を
以
ち
て
国
上
の
居
る
床
の
端
を
取
り
て
、
居
ゑ
な
が
ら
国
府

の
門
の
外
に
持
出
づ
。
国
上
の
衣
の
襴
を
捕
り
粉
き
て
＿条
＿然
＿に

し
、
乞
ひ
て
言

は
く
「
衣
を
賜
へ
」
と
い
ふ
。（
中
巻
27
）

→

力
が
強
い
女
性
で
あ
る
尾
張
宿
禰
久
玖
利
の
妻
が
、
夫
の
着
物
を
奪
っ
た

国
府
の
衣
の
裾
を
引
き
裂
く
様
子
。
他
２
例

『
日
本
霊
異
記
』
で
は
、「
つ
だ
つ
だ
（
つ
た
つ
た
）」
の
音
声
を
伝
え
な
い

漢
字
を
使
用
し
て
あ
り
、『
今
昔
物
語
集
』
の
擬
声
語
漢
字
表
記
の
方
法
と
は

異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
先
の
例
に
あ
げ
た
中
巻
27
話
は
、『
今
昔
物
語

集
』
卷
二
十
三
18
話
の
出
典
と
さ
れ
て
い
る
話
で
あ
る
が
、『
今
昔
物
語
集
』

に
は
「
条
然
ト
」
の
表
記
は
見
ら
れ
ず
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
と
な
る
。

○
其
時
ニ
女
、
二
ノ
指
ヲ
以
テ
、
国
司
ヲ
取
テ
床
ニ
居
ヘ
ラ
国
府
ノ
門
外
ニ
将

出
テ
、
衣
ヲ
乞
。（
卷
二
三
18
）

『
日
本
霊
異
記
』
で
は
、
女
が
国
司
が
座
っ
た
床
を
指
で
つ
ま
み
上
げ
る
の

に
対
し
、『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
国
司
を
つ
ま
み
あ
げ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
霊
異
記
に
あ
る
「
国
司
の
衣
を
引
き
裂
く
」
描
写
が
抜

け
落
ち
て
い
る
こ
と
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。『
今
昔
物
語
集
』
に
お

い
て
は
、
音
声
を
表
記
し
え
な
い
「
条
然
」
の
漢
字
を
避
け
た
可
能
性
が
あ
る
。

― 24―



な
お
、
同
様
に
「
―
然
」
の
形
で
『
類
聚
名
義
抄
』
に
載
る
「
輾
然
（
ニ

コ
ゝ
ニ
）」
と
い
う
擬
声
語
が
あ
る
が
、
こ
の
擬
声
語
を
表
記
す
る
際
に
も
、

『
今
昔
物
語
集
』
は
片
仮
名
を
用
い
て
い
る
。

〇
面
ヲ
見
レ
バ
、
ニ
コ
ヽ
ニ
咲
ユ
テ
宣
ハ
ク
、「
八
十
餘
ニ
成
ニ
タ
ル
老
法
師

ヲ
バ
何
事
ニ
寄
テ
愛
欲
シ
テ
カ
ク
ハ
為
ル
ゾ
。」（
巻
四
６
）→

笑
う
様
を
描
写

す
る
擬
態
語
で
あ
る
。

二
―
四
、「
絡
A
ト
」

次
に
、「
ク
ル

く
ト
」「
絡
A
ト
」
の
例
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
漢
字

の
訓
を
利
用
し
た
擬
声
語
表
記
と
考
え
ら
れ
る
。「
絡
」
字
は
『
今
昔
物
語
集
』

で
も
多
く
あ
ら
わ
れ
、「
絡く

ル
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。

〇
其
糸
ヲ
取
テ
引
バ
、
二
筋
乍
ラ
、
＿絡
＿A
＿ト

長
ク
出
来
レ
バ
、

ニ
巻
付

ク
。（
巻
二
六
11
）

「
絡
A
ト
」
は
、『
類
聚
名
義
抄
』
の
和
訓
の
例
よ
り
、「
ク
ル
ク
ル
ト
」
と

読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
他
文
献
に
お
い
て
、
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
同
音
の

擬
態
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

擬
態
語
「
絡
A
ト
」
は
、
糸
が
く
り
だ
さ
れ
る
様
子
を
表
す
語
と
し
て
使
用

さ
れ
る
。
類
聚
名
義
抄
に
お
い
て
、「
絡
」
字
に
は
、
マ
ク
・
イ
ト
マ
ク
・
ク

ル
・
ヨ
ル
・
ツ
ゝ
ム
・
モ
ト
ホ
ル
・
ユ
フ
・
シ
ハ
ル
・
マ
ツ
フ
、
マ
ト
フ
・
メ

ク
ル
、
な
ど
の
訓
が
あ
り
、『
今
昔
物
語
集
』
の
用
法
に
合
致
す
る
。
こ
れ
も
、

擬
態
語
の
音
声
・
意
味
を
と
も
に
表
す
漢
字
を
用
い
、
表
記
し
て
い
る
例
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、「
ク
ル

く
ト
」
と
片
仮
名
表
記
し
た

例
も
、
一
例
見
ら
れ
る
。

〇
寂
照
ガ
前
ナ
ル
鉢
、
俄
ニ
狛
鷸
ノ
如
ク
＿ク
＿ル

＿く
＿ト

転
テ
、（
巻
一
九
２
）

「
ク
ル

く
ト
」
は
、
鉢
が
回
転
し
な
が
ら
飛
ん
で
い
く
様
子
を
表
す
擬
声

語
で
あ
る
。「
絡
」
字
を
当
て
た
場
合
、
音
声
は
表
し
う
る
が
、
意
味
は
合
致

し
な
い
。
意
味
の
異
な
る
漢
字
を
当
て
ず
、
片
仮
名
表
記
し
た
例
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。二

―
五
、「
転
ヘ
ク
」「
転
ク
」

「
転
ク
」
も
、『
類
聚
名
義
抄
』
の
和
訓
の
例
よ
り
、「
ク
ル
メ
ク
・
ク
ル
ヘ

ク
」
の
読
み
が
確
定
出
来
る
。

「
転
ヘ
ク
・
転
ク
」

〇
寂
照
ガ
前
ナ
ル
鉢
、
俄
ニ
狛
鷸
ノ
如
ク
ク
ル

く
ト
＿転
＿テ

、（
巻
一
九
２
）

〇
二
ノ
肱
ヲ
棒
テ
、
天
縛
ニ
懸
テ
、
＿転
＿ヘ
＿ク

事
、
独
楽
ヲ
廻
ス
ガ
如
シ
。（
巻

二
〇
６
）

〇
女
ノ
懐
ノ
中
ヨ
リ
一
ノ
老
狐
出
テ
＿転
＿テ

倒
レ
臥
テ
、（
巻
二
〇
７
）

〇
乞
食
侘
テ
持
ツ
所
ノ
呪
ヲ
誦
シ
テ
、「
本
尊
助
ケ
給
ヘ
」
ト
念
ズ
。
而
ル
間
、

此
ノ
人
忽
ニ
被
縛
ヌ
。
然
バ
、
俄
ニ
東
西
ニ
走
＿転
＿テ

倒
レ
迷
フ
。（
巻
二
〇
25
）

〇
仰
様
ニ
倒
レ
低
シ
様
ニ
低
シ
、
＿転
＿キ

行
ク
ニ
、
忽
テ
可
堪
キ
ニ
非
ズ
。（
巻

二
八
２
）
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〇
車
酔
タ
ル
心
地
共
ナ
レ
バ
、
極
テ
心
地
悪
ク
成
テ
、
目
＿転
＿テ

万
ノ
物
逆
用
に

見
ユ
。（
〃
）

〇
歩
バ
ム
ト
思
フ
方
ニ
モ
不
歩
セ
ズ
シ
テ
、
此
引
キ
彼
引
キ
＿転
＿カ

ス
。（
巻
二

八
６
）

〇
物
ヲ
突
キ
、
難
堪
ク
迷
ヒ
＿転
＿テ

、
師
ト
童
子
ノ
童
ト
ハ
死
ス
。（
巻
二
八
17
）

「
転
メ
ク
・
転
ク
」
は
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
、
人
物
や
動
物
が
転
が

り
廻
る
様
子
や
目
ま
い
を
起
こ
す
状
態
を
描
写
す
る
。

他
文
献
で
の
例
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

〇
「
あ
な
　
あ
さ
ま
し
」
と
い
ひ
て
、
＿く
＿る
＿め
＿き

け
る
程
に
、
い
と
た
か
く
な

ら
し
て
け
り
。（『
宇
治
拾
遺
物
語
集
』
巻
三
２
）

〇
そ
の
湯
く
み
入
つ
る
女
、
に
は
か
に
や
み
い
で
ゝ
、「
あ
ら
あ
つ
や

く
」

と
を
め
き
い
り
、
＿く
＿る
＿め
＿く

こ
と
お
び
た
ゝ
し
。（『
古
今
著
聞
集
』
699
話
）

〇
盛
重
、
ゆ
ゝ
し
き
あ
や
ま
ち
し
た
る
つ
ら
つ
く
り
て
、
＿恐
＿く
＿る
＿め
＿き

て
、
こ

と
は
て
ぬ
れ
ば
、（
同
右
575
話
）

右
で
は
、「
く
る
め
く
」
は
、
忙
し
く
立
ち
回
る
、
慌
て
騒
ぐ
の
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
実
際
に
転
ぶ
、
回
転
す
る
動
き
を

修
飾
す
る
擬
声
語
で
あ
り
、「
転
」
の
字
義
に
一
致
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
他

文
献
で
は
、
抽
象
化
し
た
形
で
使
用
さ
れ
、
実
際
の
動
作
に
は
、
元
々
の
回
転

す
る
、
と
い
う
要
素
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
回
転
の
目
ま
ぐ

る
し
い
動
き
か
ら
連
想
さ
れ
た
用
法
で
あ
ろ
う
。

な
お
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
「
転
メ
ク
」
が
使
用
さ
れ
な
い
箇
所
で

も
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
使
用
さ
れ
る
例
が
見
ら
れ
た
。

〇
驚
キ
恠
ク
テ
、
強
ニ
捜
ト
云
ヘ
ド
モ
、
惣
テ
頭
ノ
髪
ヲ
捜
ル
ガ
如
ニ
テ
、
露

跡
ダ
ニ
无
シ
。（
今
昔
二
〇
10
）

〇
こ
の
男
、
さ
ぐ
り
て
、
あ
や
し
み
く
る
め
く
に
、（
宇
治
巻
九
１
）

出
典
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
同
文
的
同
話
で
あ
り
、
同
源
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
「
く
る
め
く
」
の
用
法
は
、
抽
象
化
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、「
転
ぶ
・
回
転
す
る
」
等
の
要
素
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ

の
た
め
、『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
転
」
字
で
表
記
さ
れ
る
「
転
ク
・
転
メ
ク
」

の
擬
声
語
使
用
を
避
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
―
六
、「
行
ト
」

『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

〇
頭
ノ
方
ノ
黒
キ
物
ヲ
蹴
抜
キ
ツ
。
其
ノ
時
ニ
見
レ
バ
、
白
キ
狗
ノ
＿行
＿ト

哭
テ

立
リ
。（
巻
二
八
29
）

「
行
ト
」
は
、
化
け
物
と
勘
違
い
し
た
男
に
蹴
ら
れ
た
犬
の
あ
げ
た
な
き
声

を
描
写
す
る
語
で
あ
る
。
漢
字
表
記
を
す
る
擬
声
語
の
中
で
は
、
唯
一
の
擬
音

語
で
あ
り
、
発
音
の
み
を
示
し
た
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
行
」
字
の
音
が
「
ぎ
や
う
」
で
あ
る
こ
と
よ
り
、「
ギ
ャ
ン
」
に
近
い
音
を

表
現
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
濁
音
を
強
調
す
る
た
め
に
漢
字
を
使
用

し
た
可
能
性
が
あ
る＊

14

。
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三
、
欠
字
部
分
か
ら
の
検
討

次
に
『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら
れ
る
欠
字
部
分
か
ら
、
考
察
す
る
。

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
今
昔
物
語
集
』
一
巻
解
説
で
、
こ
の
欠
字
部
分
に

つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

伝
写
間
の
欠
落
と
か
、
虫
食
い
・
破
損
等
の
後
代
的
理
由
に
よ
る
欠

字
・
欠
語
と
は
別
に
、
撰
者
が
意
識
的
に
特
定
の
字
句
を
空
白
に
し
て
お

い
た
も
の
で
、
こ
れ
に
は
記
述
事
項
が
不
明
だ
っ
た
た
め
の
も
の
と
、
漢

字
表
記
の
不
明
ま
た
は
未
確
立
に
基
く
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
後
補
を
期
し
な
が
ら
果
た
さ
ず
に
終
わ
っ
た
も
の
ら
し
く
、
前
者
に

は
姓
氏
・
人
名
・
地
名
・
年
紀
等
の
固
有
名
詞
を
始
め
、
場
所
・
日
時
・

方
位
等
に
関
す
る
事
項
が
多
く
、
後
者
に
は
、
撰
者
を
含
め
て
当
時
漢
字

表
記
が
不
明
ま
た
は
未
確
立
だ
っ
た
和
語
系
統
の
語
や
、
俗
語
・
＿擬
＿声
＿語

＿・
＿擬
＿態
＿語
＿な
＿ど
＿が
＿多
＿い

。（
Ｐ
523．

傍
線
引
用
者
）

『
今
昔
物
語
集
』
の
欠
字
部
に
は
、
擬
声
語
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
る
と
い

う
。
そ
こ
で
、
欠
字
部
分
に
、
擬
声
語
が
あ
る
可
能
性
を
考
え
、
見
て
い
く
。

〇
露
ハ
月
ノ
光
ニ
被
照
テ

キ
渡
タ
リ
、
虫
ノ
音
ハ
様
A
ニ
聞
ユ
。（
巻

十
九
17
）

同
文
的
同
話
で
あ
る
『
古
本
説
話
集
』
で
は
、「
き
ら
め
き
わ
た
り
」
と
あ

る
の
で
、
欠
字
部
分
に
は
「
キ
ラ
メ
（
キ
）」
の
漢
字
表
記
が
入
る
か
。
丹
鶴

叢
書
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、「
輝
カ
」
の
注
が
見
え
る
。

〇
―
此
ノ
銅
ノ
湯
ヲ
入
テ
、
此
ノ
僧
共
ノ
口
毎
ニ
宛
テ
入
ツ
レ
バ
、
暫
許
有

テ
、
尻
ヨ
リ
流
レ
出
ヅ
。
目
・
耳
・
鼻
ヨ
リ
焔

メ
キ
出
ヅ
。（
巻
十
九

19
）出

典
未
詳
。
炎
が
「
ゆ
ら
め
き
」
出
ヅ
、「
ひ
ら
め
き
」
出
ヅ
、「
き
ら
め

き
」
出
ヅ
、
等
の
可
能
性
が
あ
る
か
。
炎
が
、
目
・
耳
・
鼻
か
ら
出
る
様
子
を

示
す
語
が
入
る
と
思
わ
れ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
巻
二
十
・
十
話
に
火

の
様
子
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
「
ヒ
ラ

く
ト
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
同
話

で
あ
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
、「
き
ら

く
と
」。
丹
鶴
叢
書
『
今
昔
物
語

集
』
に
は
、「
閃
カ
」
の
注
が
見
え
る
。

〇
―
此
仏
暫
ク
コ
ソ
光
ヲ
放
チ
花
ヲ
降
シ
ナ
ド
有
ケ
レ
、
強
ニ
守
ル
時
ニ
、
侘

テ
、
忽
チ
大
キ
ナ
ル
屎
鵄
ノ
翼
折
タ
ル
ニ
成
テ
、
木
ノ
上
ヨ
リ
土
ニ
落
テ
メ
ク

ヲ
、（
巻
二
〇
３
）

同
文
的
同
話
で
あ
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
32
話
で
は
、「
―
大
な
る
く
そ
と

び
の
羽
お
れ
た
る
、
土
に
お
ち
て
、
ま
ど
ひ
ふ
た
め
く
を
」
と
あ
る
。「
ふ
た

め
く
」
の
欠
字
か
。『
今
昔
物
語
集
』
中
で
は
、「
フ
タ
メ
ク
」
は
、
鳥
が
羽
を

は
た
め
か
せ
る
様
子
・
鰐
が
陸
に
仰
向
け
に
な
り
、
う
ま
く
動
け
な
い
様
子
を

あ
ら
わ
す
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
欠
字
部
分
に
入
る
可
能
性
の
あ
る
擬
声
語
は
、
擬
態
語
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
も
、
擬
態
語
を
漢
字
で
表
記
し
よ
う
と
し
た
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
擬
声
語
が
入
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
他
に
も
欠
字

部
分
が
多
く
あ
り
、
撰
者
の
漢
字
に
対
す
る
強
い
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

― 27―



四
、
ま
と
め

以
上
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
、
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
擬
声
語
に
は
、

漢
字
の
持
つ
音
（
ま
た
は
訓
）
と
意
味
の
両
方
に
合
致
す
る
字
を
選
択
し
て
い

る
傾
向
が
あ
る
。

漢
字
表
記
さ
れ
る
擬
声
語
の
う
ち
、
殆
ど
が
擬
態
語
で
あ
る
の
は
、
擬
音
語

の
場
合
に
は
、
語
義
に
音
声
以
外
の
要
素
が
少
な
く
、
意
味
を
持
つ
漢
字
で
表

記
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
擬
音
語
に
お
い
て
は
自
然

の
音
声
を
忠
実
に
写
し
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
漢
字
が
表
す
音
声
で

は
不
十
分
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
他
の
、
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
擬
声
語
「
エ
フ

く
ト
（
嘔
吐
す
る
際

の
音
声
）」「
サ
フ

く
ト
（
食
物
を
口
に
掻
き
込
む
音
）」
な
ど
は
、
意
味
・

音
声
と
も
に
表
す
漢
字
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
と
同
時
代
の
主
な
物
語
・
説
話
等
で
は
、
擬
声
語
は
仮
名

で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
。
漢
字
表
記
さ
れ
た
擬
声
語
も
稀
に
見
受

け
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
表
音
・
表
意
の
ど
ち
ら
か
を
満
た
す
例
で
あ
る
。

意
味
・
音
声
を
と
も
に
満
た
す
漢
字
表
記
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
、『
今
昔
物
語
集
』
の
擬
声
語
の
意
味
を
把
握
す
る

際
に
、
漢
字
の
意
味
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、「
急
ト
」

等
で
、
個
別
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
、
全
体
に

及
ぶ
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
表
記
法
が
何
に
基
づ
く
の
か
、
ま
た
、
ど
の
程
度

の
広
が
り
を
持
つ
の
か
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注（
１
）
本
文
で
は
、『
今
昔
物
語
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
を
基
本
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て

用
い
て
お
り
、
用
例
の
巻
数
・
話
数
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。
対
象
と
し
た

擬
声
語
に
つ
い
て
は
、
諸
本
間
の
異
同
は
な
い
。
ま
た
、
本
文
で
「
巻
一
七
24
」
と

あ
る
場
合
、
第
十
七
巻
の
二
十
四
話
を
表
す
。

（
２
）『
国
語
学
大
辞
典
』
で
は
「
擬
声
語
・
擬
態
語
」
の
項
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で

寿
岳
章
子
氏
は
こ
れ
ら
の
語
を
「
記
号
と
す
る
語
音
と
記
号
化
の
対
象
と
な
る
種
々

の
事
象
と
の
間
に
、
あ
る
種
の
つ
な
が
り
即
ち
音
象
徴
（sou

n
d

sy
m

bolism

）
が
存

在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
語
の
一
群
」
と
定
義
さ
れ
る
。
寿
岳
氏
の
記
述
に
よ
る
と
、

「
狭
義
の
擬
声
語
（
ま
た
は
、
擬
音
語
・
音
画
写
生
語
と
も
言
わ
れ
る
）
は
、
音
響
の

描
写
を
お
こ
な
う
語
」
で
あ
り
、「
擬
態
語
（
ま
た
は
、
擬
貌
語
・
写
容
語
・
模
様
語

と
も
言
わ
れ
る
）
は
、
音
響
に
は
無
関
係
な
事
象
の
状
態
な
ど
を
音
で
描
写
す
る
語
」

で
あ
る
が
、
両
者
の
境
界
は
截
然
と
し
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
総
称
的
に
擬
声
語

（
ま
た
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
・
象
徴
語
等
）
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
、
と
あ
る
。

通
俗
的
に
は
、
寿
岳
氏
の
言
う
「
狭
義
の
擬
声
語
＝
擬
音
語
」
と
し
、
擬
音
語
・
擬

態
語
両
方
を
合
わ
せ
て
、
擬
声
語
と
呼
ぶ
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
擬
音
語
・
擬

態
語
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
異
論
も
多
い
が
、
本
研
究
で
は
、
通
俗
的
に
用
い

ら
れ
る
こ
れ
ら
の
語
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
３
）
捨
て
仮
名
・
同
時
代
の
辞
書
に
よ
り
、
読
み
方
が
明
確
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。「
A
」「
乱
」
の
二
字
は
同
話
に
よ
り
各
「
キ
ラ
」「
ク
タ
」
の
読
み
が
想

定
さ
れ
る
が
、
辞
書
等
で
の
確
認
が
取
れ
て
い
な
い
た
め
考
察
の
対
象
か
ら
除
外

し
た
。

採
用
さ
れ
る
漢
字
に
つ
い
て
は
、
類
聚
名
義
抄
等
の
辞
書
に
見
ら
れ
な
い
も
の
（「
A
」
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な
ど
。
名
義
抄
に
「
キ
ラ
キ
ラ
シ
」
が
見
ら
れ
る
が
、「
鮮
」「
潔
」「
則
」「
虚
」
字

を
載
せ
る
）
も
存
す
。
古
記
録
等
、
そ
の
他
の
文
献
が
参
考
に
さ
れ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
類
聚
名
義
抄
等
の
辞
書
に
訓
が
あ
っ
て
も
、『
今
昔
物
語
集
』
で
採
択
し
て

い
な
い
擬
声
語
は
、
そ
の
漢
字
の
訓
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

採
択
さ
れ
な
い
擬
声
語
を
眺
め
て
み
る
と
、
そ
の
訓
は
、「
読
み
方
」
と
い
う
よ
り
も

漢
字
の
意
味
を
記
す
性
格
が
強
い
よ
う
で
あ
り
、
仮
に
採
択
す
る
と
、
表
意
の
み
の

擬
声
語
漢
字
表
記
に
近
付
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
本
文
で
は
、
擬
音
語
は
、「
音
声
」
を
描
写
す
る
も
の
、
擬
態
語
は
「
様
態
」
を
描

写
す
る
も
の
と
し
て
区
別
す
る
。
両
者
を
総
称
し
て
、「
擬
声
語
」
と
い
う
用
語
を
用

い
る
。

（
５
）
擬
声
語
の
後
ろ
に
接
尾
語
「
〜
め
く
」「
〜
つ
く
」
を
付
属
さ
せ
た
「
き
ら
め
く
」

な
ど
の
語
で
あ
る
。

（
６
）「
キ
ラ
キ
ラ
シ
」
な
ど
。

（
７
）「
キ
ラ
ラ
カ
」
な
ど
。

（
８
）
桜
井
光
昭
「
今
昔
物
語
集
の
擬
声
語
の
用
例
」（『
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究

人
文
・
社
会
・
自
然
』
1959
年
８
月
）

（
９
）
先
の
「
擬
声
語
・
擬
態
語
」
の
定
義
の
項
で
寿
岳
氏
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
ば
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
「
擬
声
語
・
擬
態
語
」
の
特
徴
を
持
た
な
い
、
そ
の
他
の
こ
と
ば
を

意
味
す
る
。

（
10
）
高
松
政
雄
「
宛
字
の
一
面
―
擬
声
語
の
表
記
―
」（『
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告

人
文
科
学
』
17
巻
1969
年
３
月
）

（
11
）「
ふ
と
」
思
い
出
す
、
は
何
の
準
備
も
な
く
「
急
に
」
思
い
出
す
こ
と
で
あ
る
。

（
12
）
成
立
年
代
の
み
を
問
題
と
し
て
い
る
。
書
写
年
代
を
も
考
慮
し
、
歴
史
的
変
遷
の
過

程
を
追
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
13
）
築
島
　
裕
「
古
訓
点
語
彙
小
考
「
ず
た
ず
た
」
の
語
史
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
学
士

院
紀
要
』
第
五
十
六
巻
第
１
号
、
2000
年
12
月
）

（
14
）
仮
に
、
清
音
・
濁
音
の
差
を
示
す
た
め
に
、
漢
字
・
片
仮
名
の
使
い
分
け
を
し
て
い

る
な
ら
ば
、「
急
ト
」
に
対
す
る
仮
名
書
き
の
「
キ
ト
」
や
、「
A
メ
ク
」
に
対
す
る

仮
名
書
き
の
「
キ
ラ
メ
ク
」
に
も
、
同
様
の
可
能
性
が
あ
る
。「
A
メ
ク
」
に
つ
い
て

は
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
も
の
が
、
主
に
肯
定
的
に
使
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
片
仮
名

表
記
さ
れ
る
一
例
は
、
否
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〇
其
レ
、
魚
ノ
形
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
頭
ヲ
見
レ
バ
、
童
ノ
頭
也
、
眼
＿キ
＿ラ
＿メ
＿キ
＿テ

甚

ダ
怖
シ
。（
巻
一
〇
28
）

現
在
の
用
法
で
は
清
音
は
肯
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
・
濁
音
は
否
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、
中
古
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
清
濁
の
区
別
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
先
の
例
は
、
濁
音
で
「
ギ
ラ
メ
ク
」
と
よ
む
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

―
ま
つ
お
・
じ
ゅ
り
、
本
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
修
了
―
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